
今月のおすすめ

＜寄贈本＞
名　　前

和田百合江
石田朋久
新里とも子

※この他にも、たくさん新着本を配架してます。

加藤英明
加藤太一

文藝春秋と政権構想 鈴木洋嗣
老いの深み 黒井千次
老いのかたち     〃
日本の産業革命と薩摩 安川周作

はじめてのホツマツタエ他
おはなしのろうそく他

　じ　ど　う　し　ょ

フルーツスイーツのプリンセス
サンタクロースってほんとうにいるの？

はやくちこぶた
わたたちのケーキのわけかた
深海生物
危険生物
恐竜
絶滅生物

やまおかひかる
ニューヨークサンしんぶん

ほんのなまえ かいたひと

今泉忠明

書　　名
マイナ保険証　6つの嘘 北畑純也

　＜新着本紹介＞

一　　般　　書
書　　　　　名 著　者

孫のトリセツ 黒川伊保子

介護の花子さん他

忘れえぬサイパン 吉永直登

はやかわじゅんこ
きむ・ひょうん
石垣幸二

最高に旨い魚の仕立て術 前田尚毅

日米同盟の地政学 千々和泰明

アーティブ・アブー・Sガザ日記

田家秀樹80年代音楽ノート
岸　　恵子91歳5か月　いま思うあの人　あのこと
大田吉子90歳のオバーのゴキゲンなひとり暮らし

一般図書・時の話題書籍紹介

ー偉人が語る読書の魅力ー
書物を読むということは、他人が辛苦して成し遂げたことを、容易に自分に取り入れて自己改善する最良の方

法である。―ソクラテス（古代ギリシア）―

『世界をリードする日本へ』 小林 鷹之 著

コバホーク、出陣！

見慣れた派閥対立の図式を超え、ようやく日本でも40代の総理候補という世界標準のリー

ダー選びに道が開けた。小林鷹之は「日本を『世界をリードする国』にすること。この思い一つ

でこれまで政治家としての歩みを続けてきた。これからの日本のかじ取りは私たちの時代が主

体的に担っていかなければならない。」

新世代のリーダーの声に耳を！

〇 休館日 ： 毎週月曜日 ・ 祝日 ・ 整理休館日（毎月１５日です、なお月土日・祝日に係る場合は変更します。）

〇 開館時間 ： 午前９時３０分～午後６時

〇 休館日の返却は、入口横のポストへお願い致します。（紙芝居は、窓口へ返却お願いします。）

〇 ブックバックのご持参に、ご協力をお願いします。

〇 毎月２３日は『子どもと一緒に読書の日』です。多くの本に親しみましょう。

『「ボケない人の習慣」全部集めました。』 工藤 孝文 監修

一生、ボケない人と、そうでない人の違いは日頃の習慣も大いに関係しています。年齢を重

ねると物忘れが多くなってしまうもの。できるだけ早いうちに、ボケない習慣を取り入れたいも

のです。本書は、ボケない人の習慣を、食べ方、メンタル、睡眠、ケア、運動、考え方など様々

な側面から紹介します。

『あらゆることは今起こる』 柴崎 友香 著

眠い、疲れる、固まる、話が飛ぶ、カビを培養する。それは脳が励ましの歌を歌ってくれな

いから？ —―ADHDと診断された小説家は、薬を飲むと「36年振りに目が覚めた。ある場所

の過去と今。誰かの記憶と経験。出来事をめぐる複数からの視点。それは私の小説そのも

の」と語る著者の日常生活やいかに。

SFじゃない並行社会の、かつてない精密な報告書！


